
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
外周面の３箇所に取付環を、外周面の底部には下方に垂設した長方形状の垂直翼を、外周
面の左側面及び右側面には外周面に直角に設けるとともに前部が後部よりも下降した状態
に左右水平翼を、内周面にはフレームを十字状に形成し交差させて中心部にガイド孔を形
成したガイドフレームを設けた円筒状で中空の筒体と、前記筒体の外周面の正面側及び背
面側の３箇所に形成した取付環に正面側の取付環から綴じ金具までの長さの方が背面側の
取付環から綴じ金具までの長さより短くなるようにロープを縛り付け、移動可能な綴じ金
具により結束したロープと、引っ張り栓をするためのロープが取付金具により取り付けら
れている球体状の栓とからなり、前記栓が一端に取り付けられ栓をするためのロープを前
記筒体のガイドフレームの中心部に形成されているガイド孔に挿通させ、前記取付環に縛
り付けたロープの長さを前記移動可能な綴じ金具により調整することにより筒体を投入す
る際の投入角度や入水中での状態等を調整することを可能にしたことを特徴とする河川水
採取器。
【請求項２】
外周面の３箇所に取付環を、外周面の上部には三角形状の前垂直翼及び長方形状の後垂直
翼を、外周面の左側面及び右側面には外周面に直角に設けるとともに後部が前部よりも下
降した状態に取り付けた左右水平翼を、内周面にはフレームを十字状に形成し交差させて
中心部にガイド孔を形成したガイドフレームを設けた円筒状で中空の筒体と、前記筒体の
外周面の正面側及び背面側の３箇所に形成した取付環に正面側の取付環から綴じ金具まで
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の長さの方が背面側の取付環から綴じ金具までの長さより短くなるようにロープを縛り付
け、移動可能な綴じ金具により結束したロープと、引っ張り栓をするためのロープが取り
付けられ、下部の径は大きく形成されているとともに下部に連設する上部は下部の径より
もやや小さく形成されている擂り鉢状の形状に形成されている略円錐柱状の形状の栓とか
らなり、前記栓が一端に取り付けられ栓をするためのロープを前記筒体のガイドフレーム
の中心部に形成されているガイド孔に挿通させ、前記筒体の開口縁に複数の三角形状の可
動板からなる開閉蓋を開閉可能に取り付け、水圧で開いた開閉蓋が筒体の後開口部に栓が
されたときにバネの作用で元の位置に戻るようにし、前記取付環に縛り付けたロープの長
さを前記移動可能な綴じ金具により調整することにより筒体を投入する際の投入角度や入
水中での状態等を調整することを可能にしたことを特徴とする河川水採取器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本願発明は、河川の水の検査をするために河川の水を採取するために使用する河川水採取
器の改良に関する発明である。
【０００２】
【従来の技術】
従来の河川水採取器１８は、図２０に示すように、中空で有底の円筒状の採水容器１９に
把っ手２０を取り付けた柄杓型の河川水採取器１８である。また、図２１に示すように、
バケツ型の採水容器２２にロープ２４、２４ａを、バケツ型の採水容器２２に形成されて
いる取付部２３、２３ａ、２３ｂに縛り付けた構造の河川水採取器２１である。更に、ポ
ンプにより河川の水を採水する方法もある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、河川水の水質等の調査、検査等を行う場合、水質の調査、検査等のサンプ
ルである水の採取には様々な問題点があった。
【０００４】
例えば、川を流れている水の表面の水の採水には、ポリエチレン製等のバケツ型の河川水
採取器２１、把っ手付の柄杓型の河川水採取器１９を用いて河川の水を採水する場合には
適しているが、河川の深度に応じて河川の水を採水したい場合には不適切である。
【０００５】
また、河川の流れが極めて速い河川における採水では、河川の水の採水では、柄杓型の河
川水採取器１９及びバケツ型の河川水採取器２１には、河川の水の検査に適切な位置の流
れている水を的確に採水することが困難である。
【０００６】
また、ポンプにより河川水の採取を行う場合、河川水をポンプで汲み上げると河川水がポ
ンプに流入した際に、ポンプ内部に前回採水した河川の水が残留している時もある。
【０００７】
即ち、河川流水内には採取時の河川流速に対する浮遊砂等が含まれており、ポンプアップ
の流速によってその浮遊砂の濃度が変化する可能性があり、河川の状態をそのまま検査し
ても正確な検査結果を得ることができない。
【０００８】
そこで、本願発明は、河川の流れの速さの如何に拘わらず、水質検査をすべき河川の所望
の水深の深さの位置にある流水を的確かつ迅速に採取することができる河川水採取器を提
供することを目的とするものである。
【０００９】
【課題を解決する手段】
本発明は、上記の課題を解決するために、外周面の３箇所に取付環を、外周面の底部には
下方に垂設した長方形状の垂直翼を、外周面の左側面及び右側面には外周面に直角に設け
るとともに前部が後部よりも下降した状態に左右水平翼を、内周面にはフレームを十字状
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に形成し交差させて中心部にガイド孔を形成したガイドフレームを設けた円筒状で中空の
筒体と、前記筒体の外周面の正面側及び背面側の３箇所に形成した取付環に正面側の取付
環から綴じ金具までの長さの方が背面側の取付環から綴じ金具までの長さより短くなるよ
うにロープを縛り付け、移動可能な綴じ金具により結束したロープと、引っ張り栓をする
ためのロープが取付金具により取り付けられている球体状の栓とからなり、前記栓が一端
に取り付けられ栓をするためのロープを前記筒体のガイドフレームの中心部に形成されて
いるガイド孔に挿通させ、前記取付環に縛り付けたロープの長さを前記移動可能な綴じ金
具により調整することにより筒体を投入する際の投入角度や入水中での状態等を調整する
ことを可能にしたことを特徴とする河川水採取器の構成とした。
【００１０】
【実施例】
以下に、本願発明である河川水採取器について、添付図面に基づいて詳細に説明する。図
１から図６までは本発明の河川水採取器の第１実施例を示し、図７から図１３までは本願
発明である河川水採取器の第２実施例を示し、図１４から図１８までは本願発明である河
川水採取器の第３実施例を示す。
【００１１】
以下に、本願発明である河川水採取器の第１実施例について詳述する。図１は本願発明で
ある河川水採取器の第１実施例の正面図、図２はその背面図、図３はその右側面図、図４
はその平面図、図５はその底面図、図６はその縦断面図を示している。
【００１２】
図１から図６に示すように、本発明の河川水採取器１は、外周面の底部には下方に垂設し
た長方形状の垂直翼３を、筒体２の外周面の左側面及び右側面には外周面に直角に設けた
左右水平翼４、４ａを設けるとともに取付環６、６ａ、６ｂを、内周面にはフレーム１１
ａ、１１ａ、１１ａ、１１ａを十字状に形成し交差したガイドフレーム１１を設けた円筒
状で中空の筒体２と、筒体２の取付環６、６ａ、６ｂに縛り付けるロープ５、５ａ、５ｂ
と、取付金具９によりロープ８が取り付けられている球体状の栓７とからなる。
【００１３】
図１及び図２で示すように、中空で円筒状の筒体２の内部には十字状のガイドフレーム１
１が設けられている。ガイドフレーム１１は、フレーム１１ａ、１１ａ、１１ａ、１１ａ
を十字状に形成したものである。
【００１４】
ガイドフレーム１１の各フレーム１１ａ、１１ａ、１１ａ、１１ａが交差する交差部１１
ｂには、円形状のガイド孔１０が形成されている。ガイド孔１０は、栓７に取り付けられ
ているロープ８を挿通するための孔である。
【００１５】
図１及び図２に示すように、筒体２の外周面には、垂直翼３、左水平翼４、右水平翼４ａ
が固定されている。垂直翼３は、筒体２の外周面の真下方向に突出するように固定されて
いる。
【００１６】
また、左水平翼４は、筒体２の外周面の真横に水平方向に突出するように固定されている
とともに、右筒体２の外周面の真横に水平方向に突出するように固定されている。垂直翼
３及び左右水平翼４、４ａは共に板状の形状である。
【００１７】
図３は、本願発明である河川水採取器の右側面図である。図３で示すように、中空の筒体
２の外周面の左側面及び右側面の真横に固定されている左右水平翼４、４ａは、筒体２の
水平中心軸に対して傾斜させて固定してある。
【００１８】
即ち、右水平翼４ａは、右水平翼４ａの前部４ｄが後部４ｅよりも下方の位置にあるよう
に固定する。また、左水平翼４は、図１に示すように、左水平翼４の前部４ｂが後部４ｃ
よりも下方の位置になるように固定する。
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【００１９】
このように、左右水平翼４、４ａの前部４ｂ、４ｄが左右水平翼４、４ａの後部４ｃ、４
ｅの位置よりも下方に位置するように固定することとしたのは、筒体２を河川の水中に投
入した際に、左右水平翼４、４ａの上面４ｆ、４ｇに水の圧力を受け、本河川水採取器１
が水中に深く潜ることを可能とする。左垂直翼４と右垂直翼４ａは、筒体２の外周面の左
右対称位置に固定する。
【００２０】
図３に示すように、筒体２の外周面の真下に垂直に固定されている垂直翼３は長方形状の
板であり、垂直翼３の長さは筒体２の全長の約５分の４位の長さである。垂直翼３は、筒
体２の外周面の真下に筒体２の長手方向に固定されている。また、垂直翼３の上下幅は筒
体２の円筒部の径の約２分の１位の幅であることがよい。
【００２１】
上記で示した筒体２の外周面の左側面及び右側面に固定した左右水平翼４、４ａ及び筒体
２の外周面の底面に固定した垂直翼３により、本発明の河川水採取器１を河川に投入した
際に、筒体２の安定性を保つことができるようになる。
【００２２】
図１から図６で示すように、筒体２の外周面には、ロープ５、５ａ、５ｂを取り付けるた
めの取付環６、６ａ、６ｂが３個所に形成されている。取付環６、６ａ、６ｂにロープ５
、５ａ、５ｂが縛り付けて取り付けられる。そして、取付環６、６ａ、６ｂに取り付けら
れたロープ５、５ａ、５ｂは、綴じ金具５ｃにより結束する。綴じ金具５ｃは、移動可能
な構造である。
【００２３】
また、上述した綴じ金具５ｃを手に持ち、ロープ５ａ、５ｂ寄りにスライドさせることに
より、ロープ５ａ、５ｂの取付環６ａ、６ｂから綴じ金具５ｃまでの長さの方が、ロープ
５の取付環６から綴じ金具５ｃまでの長さより短くなる。そのため、筒体２を持ち上げた
際に筒体２の前方が後方よりも下向きにすることができる。
【００２４】
反対に、上述した綴じ金具５ｃを手に持ち、ロープ５を上方へスライドさせることにより
、背面側のロープ５の取付環６から綴じ金具５ｃまでの長さの方が、正面側のロープ５ａ
、５ｂの取付環６ａ、６ｂから綴じ金具５ｃまでの長さより短くなる。そのため、筒体２
を持ち上げた際に筒体２の背面側が正面側よりも下向きに傾く。
【００２５】
上述したように、筒体２の前方に取り付けられたのロープ５ａ、５ｂと後方に取り付けら
れたロープ５の長さを変えることで、筒体２を河川の水中に投入する際の投入角度や、筒
体２が入水中の状態を調整することが可能となる。
【００２６】
図６で示すように、中空の筒体２内には、一端に栓７が取り付けられているロープ８をガ
イドフレーム１１の中心部である交差部１１ｂに形成されているガイド孔１０にロープ８
の他端を挿通させる。
【００２７】
手毬のような球体である栓７の直径は、筒体２の内径よりややや大きい直径である。従っ
て、ロープ８を筒体２のガイドフレーム１１方向に引っ張っても球体である栓７は、筒体
２の内部に入り込むことができない。栓７の素材は、ゴム製である。ロープ８は栓７に、
取付金具９により取り付けられている。
【００２８】
図６に示すように、ガイドフレーム１１のガイド孔１０内に挿通されているロープ８を矢
印ａ方向に引っ張ると、栓７は矢印ｂ方向に移動し、筒体２の後開口部２ｂに密着し、後
開口部２ｂを閉じてしまう。
【００２９】
ガイドフレーム１１及びガイドフレーム１１の中心部にガイド孔１０を設けたのは、ロー
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プ８を容易に矢印ａ方向に引きやすくするために設けているが、勿論、ガイドフレーム１
１及びガイドフレーム１１のガイド孔１０を設けなくてもよい。
【００３０】
以下に、本願発明である河川水採取器の第２実施例について詳細に説明する。図７は本願
発明である河川水採取器の第２実施例の正面図、図８はその背面図、図９はその右側面図
、図１０はその平面図、図１１はその底面図、図１２はその断面図を示している。
【００３１】
本第２実施例の河川水採取器１ａは、図７から図１２に示すように、第１実施例の河川水
採取器１と異なる構造は以下の点である。
【００３２】
第１に、筒体２の外周面の上面の真上に前垂直翼１２と後垂直翼１３を固定し、第１実施
例の河川水採取器１の垂直翼３が固定されていない点である。
【００３１】
第２に、円筒状の中空と筒体２の外周面の左側面及び右側面に真横方向に、直角で水平に
固定されている左右水平翼４、４ａの固定方法である。
【００３３】
第３に、栓７の形状が異なる点である。その他の構造については、第１実施例の河川水採
取器１と全く同一の構造形状である。
【００３４】
即ち、本例の河川水採取器１ａでは、図９に示すように、筒体２の前方で外周面の上面の
真上には三角形状の前垂直翼１２を上方に突出するように固定するとともに、筒体２の後
方で外周面の上面の真上には長方形状の後方に後垂直翼１３を上方に突出するように垂直
に固定する。前垂直翼１２と後垂直翼１３とは、筒体の長手方向の一直線上に取り付けら
れている。
【００３５】
また、図７～図１１に示すように、筒体２の外周面の左側面及び右側面に固定されている
左右水平翼４、４ａの筒体２の外周面への固定方法が、筒体２の後部寄りに固定するとと
もに、左右水平翼４、４ａの前部４ｂ、４ｄが後部４ｃ、４ｅよりもやや上方の位置にな
るように固定する。即ち、左右水平翼４、４ａの後部４ｃ、４ｅが、下降しているように
傾斜して固定されているのである。
【００３６】
上記のように、本例の河川水採取器１ａは、筒体２の外周面の前方及び後方の２カ所の垂
直翼１２、１３を、筒体２の外周面の左右側面に左右水平翼４、４ａを固定したことによ
り、本例の河川水採取器１ａを河川に投入した際に、筒体２の安定性が増すことが可能と
なる。
【００３７】
本例の河川水採取器１ａの栓７ａは、図９に示すように、略円錐柱状の形状であり、下部
７ｂの径は大きく形成されているとともに、下部７ｂに連設する上部７ｃは下部７ｂの径
よりもやや小さく擂り鉢状の形状に形成されている。
【００３８】
栓７ａに取り付けられているロープ８は、ガイドフレーム１１の中心部に形成されている
ガイド孔１０内に挿通されていて、ロープ８を矢印ｂの方向に引くと、栓７ａは筒体２の
後開口部２ｂの方向に移動する。
【００３９】
栓７ａが移動すると、上記のような形状である栓７ａであるから、図１２に示すように、
ロープ８を矢印ｂ方向に引くと、栓７ａは矢印ｃ方向に移動して、後開口部２ｂに密着し
て後開口部２ｂを閉じる。後開口部２ｂを閉じることにより、筒体２内に貯溜させること
により河川の水を採水することができる。
【００４０】
採水は、筒体２を河川の水中に投入後採取したい深さに筒体２が到達し、筒体２内の中空
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に河川の水が入ったら、栓７ａに取り付けられているロープ８を矢印ａ、ｂの方向に引っ
張る。
【００４１】
筒体２の背面側の円筒部の先端と栓７ａが筒体２後開口部２ｂに密着し、筒体２の内部を
流れる流水が後開口部２ｂに密着した栓７ａにより止められて、筒体２内に貯溜される。
その後、筒体２のガイドフレーム１１を上向きにして引き上げて河川の採水は終了する。
【００４２】
以下に、本願発明である河川水採取器１ｂの第３実施例について説明する。本例の河川水
採取器１ｂは、第２実施例の河川水採取器１ａと異なる点は、筒体２の前開口部２ａの開
口縁２ｃに開閉蓋１４を取り付けた点である。その他の構成は、第２実施例の構成と同一
である。
【００４３】
図１４から図１６に示すように、開閉蓋１４は、河川水採取器１ｂの筒体２の前開口部２
ａの開口縁２ｃに開閉可能に取り付けられている。この開閉蓋１４は、７枚の三角形状に
形成されている可動板１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａからな
る。勿論、開閉蓋１４を構成する可動板の枚数は７枚に限定されるものではなく、必要に
応じて枚数を増減させてもよい。
【００４４】
図１４及び図１５に示すように、可動板１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４
ａ、１４ａは、バネを介して筒体２の開口縁２ｃに取り付けられている。
【００４５】
可動板１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａ、１４ａは、可動板１４ａの頂
部１４ｂが筒体２の前開口部２ａ方向に回動するように取り付けられている。開閉蓋１４
の開閉は、開閉蓋に開閉を操作するための操作ロープを取り付けて、必要に応じ開閉でき
る構造としてもよい。
【００４６】
前開口部２ａの方向に水圧により回動しても、水圧が無くなればバネの作用により回動し
て各可動板１４ａは元の位置に戻り、前開口部２ａを閉じる。
【００４７】
図１７に示すように、本例の河川水採取器１ｂは、河川に投入すると前開口部２ａから矢
印で示すように、水が筒体２の内部に流れ込むと、開閉蓋１４の各可動板１４ａは、水圧
により筒体２の前開口部２ａの内周面に密着してしまう。
【００４８】
次に、図１８に示すように、ロープ８を矢印ｂ方向に引っ張ると、栓７ａは矢印ｃ方向に
移動し、後開口部２ｂに密着して後開口部２ｂを閉じる。即ち、後開口部２ｂが閉じられ
るのである。
【００４９】
すると、筒体２内に水が流れなくなるので、開閉蓋１４の各可動板１４ａに掛かる水圧は
無くなるので、可動板１４ａはバネの作用により回動して元の位置に戻り、前開口部２ａ
が閉じられる。よって、中空筒体２内に河川の水が貯溜されて採水することができる。
【００５０】
次に、河川等から河川を流れている水を採取する方法について説明する。図１９は、本願
発明である河川水採取器１、１ａ、１ｂを使用して橋上から採水する状態を示した図であ
る。
【００５１】
まず、橋上１６から河川の水質を検査するために河川の水を採水する採水者１５が、本発
明の河川水採取器１～１ｂを投入する際、筒体２の上部３カ所に固定されているロープ５
、５ａ、５ｂを綴じたロープ８ａと、先端に栓７が取り付けられているロープ８を手に持
ち、ゆっくりと筒体２を水面１７に降ろしていく。
【００５２】
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上記の場合、先端に栓７が取り付けられているロープ８は、筒体２から栓７を１メートル
以上離した状態で河川の水中１７ａに投入する。筒体２を河川の水中１７ａに投入する際
は、筒体２の前方、即ち、矢印ｄに示すように、前開口部２ａを河川の上流側に向けて投
げ入れる。
【００５３】
そして、河川に投入された本発明の河川水採取器１～１ｂは、筒体２の外周面に固定され
ている水平翼４、４ａの作用により水中に沈んでゆく。即ち、水平翼４、４ａの上面４ｆ
、４ｇに河川の流水による圧力が加わり、筒体２を鉛直下向きに動かす力となる。流水の
圧力の大きさにより本河川水採取器１～１ｂの沈む程度が異なる。
【００５４】
筒体２をより深く沈めるためには、筒体２の水平翼４、４ａの上面に加わる力を増やす必
要がある。そのために、本発明の河川水採取器１～１ｂを河川に投入する際の投入角度を
変更する。投入角度が大きければ、水平翼４、４ａに加わる力が増すために、水深の深い
場所に筒体２を沈めることができる。
【００５５】
河川の流水の所定の位置に本発明の河川水採取器１～１ｂが到達したら、ロープ８、８ａ
を引っ張ることにより、筒体２の後開口部２ｂに栓７が密着して、筒体２の中空内部を流
れる流水が止水され、筒体２の内部に貯溜させることができ、その後、ロープ８及びロー
プ８ａを同時に引くことにより河川水採取器１～１ｂで河川水が採取することができる。
【００５６】
【発明の効果】
本発明の河川水採取器は、以上に述べた構造であるから、橋上から河川水を採取すること
が可能であり、河川の場所ごとの水質の状態を比較することが可能である。
【００５７】
また、本発明の河川水採取器の筒体の垂直翼及び水平翼により、河川の表面水から比較的
深い箇所まで広範囲の採取場所を任意に選択することが可能である。
【００５８】
さらに、河川水採取器の筒体の一端にフラップ開閉蓋を設けたことで、筒体内に流入した
河川水を、筒体の両方に栓をすることで、所定の位置での河川水の状態をそのまま採取す
ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明である河川水採取器の第１実施例の正面図である。
【図２】本発明である河川水採取器の第１実施例の背面図である。
【図３】本発明である河川水採取器の第１実施例の右側面図である。
【図４】本発明である河川水採取器の第１実施例の平面図である。
【図５】本発明である河川水採取器の第１実施例の底面図である。
【図６】本発明である河川水採取器の第１実施例の縦断面図である。
【図７】本発明である河川水採取器の第２実施例の正面図である。
【図８】本発明である河川水採取器の第２実施例の背面図である。
【図９】本発明である河川水採取器の第２実施例の右側面図である。
【図１０】本発明である河川水採取器の第２実施例の平面図である。
【図１１】本発明である河川水採取器の第２実施例の底面図である。
【図１２】本発明である河川水採取器の第２実施例の縦断面図である。
【図１３】本発明である河川水採取器の第２実施例のゴム栓が閉じた状態の縦断面図であ
る。
【図１４】本発明である河川水採取器の第３実施例の正面図であり、開閉蓋が閉じた状態
を示した図である。
【図１５】本発明である河川水採取器の第３実施例の右側面図であり、開閉蓋を開けた状
態を示した右側面図である。
【図１６】本発明である河川水採取器の第３実施例の正面図であり、開閉蓋を開いた状態
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の正面図である。
【図１７】本発明である河川水採取器の第３実施例の縦断面図である。
【図１８】本発明である河川水採取器の第３実施例の縦断面図であり、開閉蓋及びゴム栓
が共に閉じた状態の縦断面図である。
【図１９】本発明である河川水採取器により河川の水を採取している状態を示した図であ
る。
【図２０】従来の河川水採取器の正面図である。
【図２１】従来の河川水採取器の正面図である。
【符号の説明】
１～１ｂ　　　河川水採取器
２　　　　　　筒体
２ａ　　　　　前開口部
２ｂ　　　　　後開口部
２ｃ　　　　　開口縁
３　　　　　　垂直翼
４　　　　　　左水平翼
４ａ　　　　　右水平翼
４ｂ　　　　　前部
４ｃ　　　　　後部
４ｄ　　　　　前部
４ｅ　　　　　後部
４ｆ　　　　　上面
４ｇ　　　　　上面
５～５ｂ　　　ロープ
５ｃ　　　　　綴じ金具
６～６ｂ　　　取付環
７　　　　　　栓
７ａ　　　　　栓
７ｂ　　　　　下部
７ｃ　　　　　上部
８、８ａ　　　ロープ
９　　　　　　取付金具
１０　　　　　ガイド孔
１１　　　　　ガイドフレーム
１１ａ　　　　フレーム
１１ｂ　　　　交差部
１２　　　　　前垂直翼
１３　　　　　後垂直翼
１４　　　　　開閉蓋
１４ａ　　　　可動板
１４ｂ　　　　頂部
１５　　　　　採水者
１６　　　　　橋上
１７　　　　　水面
１７ａ　　　　水中
１８　　　　　河川水採取器
１９　　　　　採水容器
２０　　　　　把っ手
２１　　　　　河川水採取器
２２　　　　　採水容器
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２３～２３ｂ　取付部
２４、２４ａ　ロープ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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